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萄
了

y
l
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､

一

-

1

T

.
～
.
.
言
上
.

鳥
取
県
旧
町
村
職
員
恩
給
組
合
資
産
管
理
組
合
の
設
立
に
つ
い
て

地
方
自
治
法
第
二
百
八
十
四
条
第
7
項
の
旗
定
に
よ
り
､
昭
和
三
十
七
年
十
二
月
7
　
日
か
ら
本
町
と
別
紙
市
町
村
と
で
地
方

公
務
員
共
済
組
合
法
　
(
掴
和
三
十
七
年
法
梯
第
百
五
十
二
号
)
　
附
則
和
十
1
条
第
二
項
の
各
号
の
費
用
を
鳥
取
県
に
設
還
さ

れ
る
市
町
村
職
員
共
済
迎
合
に
払
い
込
む
額
務
を
共
同
し
て
行
な
う
た
め
'
別
荘
の
と
お
-
規
約
を
定
め
'
鳥
取
県
旧
町
村

職
員
恩
給
抱
合
資
産
管
理
組
合
を
設
立
す
る
も
の
と
す
る
0

昭
和
三
丁
七
年
　
十
月
二
十
日
程
出

烏
藁
三
朝
町
長
板
取
雅
己

瑠
′
空
十
y
牛
十
日
≠
十
可
原
審
可
決

書
垂
謂

-

三
朝
町
議
各
議
長
　
矢
田
春
雄
細
･

-

･

､

J

mH). =(+;'･,

町議.,;..l.,

長
い
r
山
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鳥
取
県
旧
町
村
職
員
恩
給
組
合
資
産
管
理
組
合
規
約
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第

　

l

　

章

　

　

経

(
名
　
称
)

第
7
粂
　
L
J
の
組
合
は
,
鳥
取
県
旧
町
村
職
員
恩
給
組
合
資
産
管
理
組
合
(
以
下
｢
組
合
｣
と
い
う
C
)
と
い
う
d

(
組
合
を
組
織
す
る
市
町
村
等
)

第

二

条

　

組

合

は

,

別

表

儲

二

に

粘

げ

る

市

町

村

及

び

市

町

村

の

一

部

事

務

組

合

(

以

下

r

組

合

市

町

村

｣

と

い

う

Q

)

を

も

っ

て
組
織
す
る
O

(
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事
務
)

望
遠
　
組
合
は
､
次
の
各
号
に
掲
げ
る
費
用
を
鳥
収
県
市
町
村
政
見
共
済
組
合
に
払
い
込
む
事
務
を
共
同
し
て
行
な
う
こ
と
を

目
的
と
す
る
0

7
　
地
力
公
務
貞
共
済
組
合
法
(
撃
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
以
下
｢
法
｣
と
い
-
a
)
の
施
行
の
日
(
次
号
に
布
い

て
｢
準
汀
且
と
い
う
G
)
前
に
旧
鳥
取
娘
町
村
撃
月
恩
給
組
合
(
法
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
解
散
し
た
鳥
取
県
町
村

繁
月
払
給
組
合
を
い
う
0
以
下
同
じ
O
)
を
組
織
し
て
い
た
市
町
村
(
次
号
に
お
い
て
｢
恩
給
組
合
加
入
市
町
村
｣
と
い
･
r
l
C
)

の
繋
良
で
あ
っ
た
著
で
島
牧
聖
和
町
村
響
豊
ハ
済
組
合
の
組
合
員
と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
生
ず
る
追
加
費
用
(
地
方
公
務
員

共
済
組
合
法
の
長
期
給
付
に
娼
す
る
施
行
法
(
恥
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
三
号
)
第
百
三
十
六
条
第
1
項
に
規
定
す
る

追
加
貨
用
を
い
う
0
　
)

二
　
築
け
目
前
に
恩
給
組
合
加
入
市
町
村
の
職
員
で
あ
っ
た
者
に
係
る
旧
鳥
淑
県
町
村
警
貝
恩
給
組
合
の
条
例
の
規
定
に
よ
る



給
付
の
支
払
に
要
す
る
費
用

(
組
合
の
事
務
所
の
位
置
)

第
四
条
　
組
合
の
事
務
所
は
,
鳥
取
市
東
竺
r
H
I
T
T
｡
五
番
地
(
鳥
取
県
自
治
会
館
内
)
に
置
-
0

第

二

幸

　

範

　

合

　

の

　

議

　

会

(
組
合
の
漣
良
の
定
数
及
び
選
挙
の
方
法
)

第

蓋

箸

の

雲

の

雷

(

-

｢

-

の

警

貝

｣

と

い

う

Q

)

の

定

数

は

九

人

と

し

､

別

表

第

二

這

め

る

選

挙

区

こ

と

に
間
表
で
定
め
る
議
員
の
数
を
当
該
選
挙
区
内
の
組
合
市
町
村
の
長
が
互
選
す
る
O

I
.
p
i
i
]
･
]
.
)

聖
ハ
粂
　
組
合
の
議
員
の
任
期
は
･
二
年
と
す
る
C
た
だ
し
､
補
欠
聾
貝
の
任
期
は
,
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
0

2
　
禦
昌
議
題
が
組
合
市
町
村
の
長
の
職
を
失
っ
た
と
き
は
,
前
項
の
虚
定
に
か
か
わ
ら
ず
･
組
合
の
警
員
の
職
を
失
う
0

第
十
条
竺
項
の
競
走
ほ
よ
り
､
讐
芸
文
は
副
組
合
長
に
選
挙
き
れ
た
と
き
も
･
ま
た
･
同
様
と
す
る
O

(
祁
欠
選
挙
)

第
七
粂
　
禦
ロ
の
警
貝
に
欠
点
が
生
じ
た
と
き
は
･
三
月
以
内
に
補
欠
選
挙
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
G

(
報
　
酬
)

第
八
条
　
盤
台
の
議
長
に
は
'
報
酬
を
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
0

(
議
長
及
び
副
議
長
)

第
九
粂
　
組
合
の
議
会
竺
識
長
及
び
副
議
長
一
人
を
違
く
C

ー



r

J

 

r

r

2
　
議
長
及
び
副
議
長
は
'
縫
合
の
議
員
の
う
ち
か
ら
､
組
合
の
議
会
に
お
い
て
選
挙
す
る
｡

第

　

三

章

　

　

組

合

の

執

行

税

　

関

(
組
合
長
及
び
副
組
合
長
)

第
十
条
　
組
合
に
組
合
長
及
び
副
組
合
長
1
人
を
置
-
｡

2
　
組
合
長
及
び
副
組
合
長
は
､
組
合
市
町
村
の
長
の
う
ち
か
ら
組
合
の
議
会
に
お
い
て
選
挙
す
る
0

5
　
組
合
長
及
び
副
組
合
長
の
任
期
は
'
二
年
と
す
る
0

4
　
組
合
長
又
は
副
組
合
島
が
､
組
合
市
町
村
の
長
の
職
を
失
っ
た
と
き
は
'
前
項
の
媛
定
に
か
か
わ
ら
ず
､
組
合
長
叉
は
副
組

合
長
の
職
を
失
-
0

5
　
組
合
長
及
び
副
組
合
長
に
は
'
給
料
を
支
給
し
な
い
-
の
と
す
る
｡

(
吏
員
そ
の
他
の
職
員
)

第
十
1
粂
　
組
合
に
吏
員
そ
の
他
の
職
員
を
遣
-
｡

2
　
前
項
の
職
員
は
'
組
合
長
が
任
免
す
る
G

(
監
査
要
員
)

第
十
二
条
　
組
合
に
監
査
委
員
二
人
を
荘
-
a

2
　
監
査
委
員
は
'
組
合
の
義
貞
及
び
学
識
経
験
を
有
す
る
名
の
う
ち
か
ら
'
そ
れ
ぞ
れ
1
人
を
組
合
長
が
組
合
の
議
会
の
絹
意

を
柑
て
遮
任
す
る
｡

5

　

監

査

委

員

の

任

期

は

､

組

合

の

議

員

の

-

ち

か

ら

避

任

さ

れ

る

者

に

あ

つ

て

は

組

合

の

議

員

の

任

輔

に

よ

る

も

の

と

し

､

学



Lt

詩
経
韻
を
有
す
る
宕
?
つ
ち
か
ら
選
任
さ
れ
る
者
に
あ
つ
て
は
三
年
と
す
る
0

4
　
学
識
経
畝
を
毛
す
る
者
の
う
ち
か
ら
選
任
さ
れ
る
監
華
委
員
は
､
非
常
勤
と
す
る
｡

第
四
章
　
組
合
の
経
費
の
支
弁
の
方
法

(
払
込
資
用
の
支
弁
の
方
法
)

第
±
二
条
　
組
合
は
,
毎
会
討
年
度
､
そ
の
財
産
の
う
ち
か
ら
第
三
粂
各
号
に
掲
げ
る
費
用
を
支
弁
す
る
も
の
と
す
る
0

(
事
務
幾
の
支
弁
の
方
法
)

第
十
i
出
条
　
組
合
は
,
梅
会
計
年
度
,
次
の
各
号
に
掲
げ
る
収
入
の
-
ち
か
ら
'
そ
の
坊
番
に
要
す
る
費
用
(
以
下
｢
事
務
撃

と

い

-

C

　

)

　

を

支

弁

す

る

も

の

と

す

る

0

7
　
当
該
会
計
年
度
に
布
け
る
組
合
の
財
産
か
ら
生
ず
る
収
入
金
の
-
ち
,
当
該
財
産
を
年
五
分
五
厘
で
運
用
し
た
と
す
る
場

合
に
.
?
(
け
る
収
入
金
な
L
J
え
る
部
分
に
相
当
す
る
金
額
の
範
囲
内
で
'
必
要
か
つ
最
少
限
度
の
額

二
　
そ
の
他
の
収
入

(
軒
町
村
負
担
金
)

第
十
五
条
　
前
条
の
競
走
に
よ
-
事
務
糞
を
支
弁
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
お
い
て
､
組
合
市
町
村
は
､
組
合
の
事
業
計
幽

吉
に
定
め
る
金
観
を
負
担
す
る
G

附

刺

-

　

こ

の

規

約

は

､

昭

和

三

十

七

年

十

二

月

7

日

か

ら

施

行

す

る

0



寸
､

Ey

一

2
　
こ
の
規
約
施
行
後
第
十
条
警
二
項
の
洩
走
に
よ
り
,
最
初
に
組
合
長
の
選
挙
が
行
な
わ
れ
る
ま
で
の
間
は
､
L
J
の
規
約
の
施

行
の
m
S
二
,
削
日
に
､
旧
鳥
故
県
町
村
職
員
恩
給
組
合
の
組
合
長
で
あ
っ
た
者
が
'
組
合
長
の
職
務
を
行
な
う
も
の
と
す
る
.

別
表
第
　
1

境

港

市

､

津

井

村

･

国

府

町

,

福

部

村

'

岩

美

町

'

気

高

町

､

鹿

野

町

､

青

谷

町

､

郡

家

町

'

船

㈹

町

,

河

蝶

町

,

八

東

町

･

若

桜

町

､

用

滅

町

'

佐

治

村

へ

　

智

塊

町

､

羽

合

町

'

油

　

村

'

東

郷

町

,

三

朝

町

､

関

金

町

,

北

条

町

'

大

栄

町

､

東

伯

町

､

赤

碕

町

､

西

伯

町

'

会

見

町

'

岸

本

町

､

伯

仙

町

,

日

舌

津

村

,

淀

江

町

､

大

山

町

'

名

和

町

､

中

山

町

､

日

野

町

'

日

南

町

､

江

府

町

･

溝

口

町

,

境

港

市

美

保

凶

町

渡

船

事

業

組

合

'

鳥

枚

県

町

村

職

員

退

職

手

当

組

合

､

烏

改

段

市

町

村

消

防

災

害

補

償

組

合

､

鳥

股

県

町

村

職

員

恩

給

組

合
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